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特集特集
　
東
日
本
大
震
災
で
は
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、
行
政
機
関
も
多
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

当
初
、
要
援
護
者
な
ど
の
安
否
確
認
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設

住
宅
な
ど
へ
移
行
後
も
支
援
者
に
適
切
な
個
人
情
報
の
提
供
・
共
有
が
な
さ
れ
ず
、
支
援
が
行
き

届
か
な
い
状
況
も
一
部
に
は
み
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
仙
台

中
央
法
律
事
務
所
　
野
呂
圭
弁
護
士
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．は
じ
め
に
（
問
題
の
所
在
）

　

東
日
本
大
震
災
後
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
災
害
弱
者
」「
災

害
時
要
援
護
者
」
と
さ
れ
る
方
々
の
窮
状

に
対
し
、
支
援
団
体
が
彼
ら
の
安
否
確
認

及
び
支
援
を
行
う
た
め
に
駆
け
つ
け
た
。

し
か
し
、
各
種
報
告
を
見
聞
す
る
限
り
、

迅
速
か
つ
十
分
な
安
否
確
認
及
び
支
援
が

な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
原
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、

災
害
時
に
備
え
た
要
援
護
者
情
報
の
整
備

が
十
分
で
は
な
か
っ
た
（
情
報
整
備
の
問

題
）、
第
二
に
、
津
波
被
害
に
よ
っ
て
障

害
者
手
帳
交
付
情
報
、
介
護
保
険
認
定
・

利
用
情
報
等
が
流
失
・
喪
失
し
て
し
ま
っ

た
（
情
報
管
理
の
問
題
）、
第
三
に
、
多

く
の
自
治
体
が
“
個
人
情
報
保
護
”
を
理

由
に
災
害
弱
者
の
氏
名
、
住
所
を
開
示
し

な
か
っ
た
（
情
報
の
第
三
者
提
供
・
共
有

の
問
題
）、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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、２
、３
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２
．�災
害
時
要
援
護
者
情
報
の

管
理
の
問
題
に
つ
い
て

　

前
記
第
一
（
情
報
整
備
の
問
題
）
は
、

各
自
治
体
に
お
い
て
災
害
時
に
活
用
で
き

る
よ
う
な
情
報
の
整
備
を
し
て
お
く
よ
う

に
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

前
記
第
二
（
情
報
管
理
の
問
題
）
は
、

災
害
時
要
援
護
者
情
報
を
津
波
被
害
の
可

能
性
が
極
め
て
低
い
高
層
階
で
保
管
し
た

り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の
共
有
化
に
よ
り
解
決
し

う
る
。
例
え
ば
、日
弁
連
が
２
０
１
１（
平

成
23
）
年
6
月
17
日
に
発
表
し
た
「
災
害

時
要
援
護
者
及
び
県
外
避
難
者
の
情
報
共

有
に
関
す
る
意
見
書
」
で
は
、「
各
地
方

自
治
体
の
保
有
す
る
要
援
護
者
情
報
を
災

害
等
に
よ
り
喪
失
し
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
、
要
援
護
者
情
報
（
例
え
ば
、
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
情
報
、
受
診
歴
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
・
サ
ー
ビ
ス
利

用
歴
に
関
す
る
情
報
な
ど
。
障
が
い
者
に

つ
い
て
は
、
各
種
障
害
者
手
帳
の
取
得
情

報
、
障
害
者
自
立
支
援
法
上
の
障
害
区
分

認
定
・
サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
歴
に
関
す
る
情
報
な
ど
）
を
、
当
該

市
町
村
に
お
け
る
情
報
保
管
だ
け
で
な

く
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
も
情
報
の
共
有

化
を
常
時
は
か
る
こ
と
と
し
て
、
要
援
護

者
情
報
喪
失
へ
の
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
市
町

村
と
都
道
府
県
や
国
と
の
各
種
情
報
の
共

有
化
に
つ
い
て
の
根
拠
法
文
の
整
備
を
含

め
た
共
有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き

で
あ
る
。」
と
提
言
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
言
う
情
報
共
有
は
あ
く

ま
で
災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
に
限
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
大
規
模
災
害
に

備
え
る
意
味
で
は
同
じ
地
域
に
あ
る
自
治

体
と
情
報
共
有
し
て
い
て
も
両
方
と
も
全

滅
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
他

県
の
よ
う
な
遠
隔
地
の
自
治
体
と
の
間
で

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
こ
の
点
、戸
籍
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
バ
を
遠
隔
地
に
設
置

し
て
い
る
例
（
福
島
県
喜
多
方
市
）
や
法

務
省
が
検
討
し
て
い
る
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）
の
活
用
も
参
考

に
な
ろ
う
。
４

被
災
者
支
援
と

個
人
情
報
の
保
護

仙
台
中
央
法
律
事
務
所　弁

護
士
　
野
呂
　
圭

仙
台
弁
護
士
会
情
報
問
題
対
策
特
別
委
員
会
委
員
・

災
害
復
興
支
援
特
別
委
員
会
委
員4 �
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特集特集
３
．�災
害
時
要
援
護
者
情
報
の

　
　
第
三
者
提
供
・
共
有
に
つ
い
て

㈠
過
剰
反
応

　

多
く
の
自
治
体
が
“
個
人
情
報
保
護
”

を
理
由
に
災
害
時
要
援
護
者
の
氏
名
、
住

所
を
開
示
し
な
か
っ
た
点
は
、
い
わ
ゆ
る

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
「
過
剰
反
応
」

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
個
人

情
報
保
護
条
例
の
運
用
に
よ
っ
て
解
決
可

能
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
に
お

け
る
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お
い
て
は
、

「
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
保
護
す

る
た
め
、
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
と
認

め
る
と
き
」
に
は
自
治
体
が
保
有
し
て
い

る
個
人
情
報
を
第
三
者
に
提
供
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護

者
は
正
に
生
命
、
身
体
を
保
護
す
る
緊
急

性
・
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
同
規

定
に
基
づ
き
支
援
団
体
に
要
援
護
者
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
災
害
時
に
要
援
護
者
情
報
が
整

備
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
支
援
団

体
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
迅
速
な

安
否
確
認
・
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

㈡�

災
害
時
の
第
三
者
提
供
・
共
有
の
方
法

　

災
害
時
要
援
護
者
情
報
の
第
三
者
提

供
・
共
有
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
誰

に
で
も
提
供
し
て
良
い
と
な
る
と
当
該
情

報
が
予
期
し
な
い
と
こ
ろ
ま
で
広
が
っ
た

り
、
あ
る
い
は
悪
用
（
目
的
外
利
用
）
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
要
援
護
者
が
被

害
を
被
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
提

供
先
・
共
有
先
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ほ
か
信
頼
の
お

け
る
団
体
等
が
望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に

は
平
時
か
ら
こ
れ
ら
の
団
体
等
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
ま
た
随
時
研
修

会
等
に
よ
り
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
り
、
提
供

を
受
け
た
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う

旨
の
誓
約
書
を
作
成
す
る
と
い
っ
た
対
策

を
講
じ
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
。
5

㈢�

平
常
時
に
お
け
る
第
三
者
提
供
・
共
有

　

の
方
法

　

平
常
時
か
ら
の
災
害
時
要
援
護
者
情
報

の
共
有
に
つ
い
て
は
、
前
記
個
人
情
報
保

護
条
例
の
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
る
か
は
疑

問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
仮
に
平
常
時
か
ら

の
情
報
共
有
を
図
る
場
合
に
は
、
ま
ず
前

提
と
し
て
平
常
時
か
ら
情
報
共
有
を
し
て

い
な
け
れ
ば
災
害
時
に
適
切
・
迅
速
な
安

否
確
認
・
支
援
が
で
き
な
く
な
る
の
か
否

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、
平
常
時
か
ら
の
情
報
共
有
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
災
害
時
要
援
護

者
に
そ
の
旨
を
説
明
し
た
上
で
情
報
共
有

に
つ
い
て
の
同
意
を
得
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
、
災
害
時
要
援
護
者
の
中

に
は
判
断
能
力
に
欠
け
又
は
著
し
く
減
退

し
て
い
る
者
や
信
条
的
に
同
意
し
な
い
者

も
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
個

人
情
報
保
護
条
例
の
他
の
規
定
に
第
三
者

提
供
・
共
有
を
許
容
す
る
根
拠
と
な
る
規

定
が
あ
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
る
。

条
例
中
に
は
、
第
三
者
提
供
を
認
め
る
場

合
と
し
て
、
前
記
生
命
・
身
体
等
の
保
護

の
場
合
の
ほ
か
に
、「
公
益
上
特
に
必
要

が
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
」
や
「
本
人
以
外
の
者
に
提

供
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
本
人
の
利
益
に

な
る
と
き
、
そ
の
他
保
有
個
人
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
の
あ

る
と
き
」
と
い
っ
た
規
定
が
置
か
れ
て
い

る
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
手
が
か

り
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

㈣
個
人
の
尊
厳
に
立
脚
し
た
柔
軟
な

　

対
応
を

　

そ
も
そ
も
、
個
人
情
報
の
保
護
が
要
請

さ
れ
る
趣
旨
は
、
個
人
の
尊
厳
、
人
格
的

自
律
の
尊
重
に
あ
る
。
生
命
・
身
体
等
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
個
人
の
尊
厳
の
危
機
で
も
あ
る
以
上
、

個
人
情
報
を
然
る
べ
き
第
三
者
に
提
供
す

る
こ
と
こ
そ
個
人
情
報
保
護
の
趣
旨
に
合

致
す
る
。
個
人
情
報
保
護
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
上
記
趣
旨
に
立
脚
し
な
が
ら
、

当
該
個
人
情
報
の
内
容
（
氏
名
、
住
所
、

健
康
状
態
、
病
歴
、
思
想
・
信
条
等
）
と

の
関
係
に
お
い
て
、
そ
れ
を
第
三
者
に
提

供
す
る
必
要
性
（
安
否
確
認
・
支
援
の
必

要
性
）、
提
供
先
の
範
囲
の
相
当
性
（
信

頼
で
き
る
支
援
団
体
か
否
か
）、
利
用
目

的
（
安
否
確
認
・
支
援
）
と
い
っ
た
要
素

を
斟
酌
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
第
三
者
提
供
規

定
や
同
条
例
に
基
づ
く
各
自
治
体
内
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
こ
の
よ
う
な
観
点
で
作
成
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。災
害
時
に
適
切
・

迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
な
条
例
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
適
切
な
運
用

が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
弁
護

士
・
弁
護
士
会
と
も
連
携
を
図
っ
て
、
弁

護
士
が
現
場
の
自
治
体
職
員
の
業
務
運
営

を
法
令
や
条
例
等
の
解
釈
運
用
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

（
寄
稿
）

5 �
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